
別
表
第
六

南
極
特
別
保
護
地
区
ご
と
の
要
件
（
第
十
二
条
関
係
）

別
表
第
六

南
極
特
別
保
護
地
区
ご
と
の
要
件
（
第
十
二
条
関
係
）

南
極
特
別
保
護
地
区

要
件

南
極
特
別
保
護
地
区

要
件

第
一
〜
五
十
南
極
特
別
保
護
地

区

（
略
）

第
一
〜
五
十
南
極
特
別
保
護
地

区

（
略
）

第
五
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一
〜
五

（
略
）

第
五
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一
〜
五

（
略
）

六

当
該
区
域
内
で
継
続
的
に
調
査
を
行
う
場
合
、
原
則
と
し
て
、
そ

の
区
域
を
明
示
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

七
〜
十
二

（
略
）

六
〜
十
一

（
略
）

十
三

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。

十
二

当
該
地
区
内
で
は
廃
棄
物
を
処
分
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
し

尿
の
海
域
へ
の
排
出
は
除
く
。

十
四

（
略
）

十
三

（
略
）

第
五
十
二
・
五
十
三
南
極
特
別

保
護
地
区

（
略
）

第
五
十
二
・
五
十
三
南
極
特
別

保
護
地
区

（
略
）

第
五
十
四
南
極
特
別
保
護
地
区

一
〜
八

（
略
）

第
五
十
四
南
極
特
別
保
護
地
区

一
〜
八

（
略
）

（
削
除
）

九

原
則
と
し
て
、
航
空
機
は
、
当
該
地
区
の
直
上
空
域
で
あ
っ
て
、

地
表
か
ら
高
度
三
百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
域
を
飛
行
し
な
い
こ
と
。

九
〜
十
五

（
略
）

十
〜
十
六

（
略
）

第
五
十
五
〜
六
十
南
極
特
別
保

護
地
区

（
略
）

第
五
十
五
〜
六
十
南
極
特
別
保

護
地
区

（
略
）

第
六
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調

査
若
し
く
は
教
育
活
動
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

第
六
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調

査
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二
〜
十
一

（
略
）

二
〜
十
一

（
略
）

第
六
十
二
〜
七
十
南
極
特
別
保

護
地
区

（
略
）

第
六
十
二
〜
七
十
南
極
特
別
保

護
地
区

（
略
）

第
七
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調

査
若
し
く
は
教
育
活
動
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

第
七
十
一
南
極
特
別
保
護
地
区

一

当
該
地
区
内
で
の
活
動
は
、
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
科
学
的
調

査
又
は
必
要
不
可
欠
な
管
理
活
動
に
限
る
。

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

五

当
該
区
域
内
で
継
続
的
に
調
査
を
行
う
場
合
、
原
則
と
し
て
、
そ

の
区
域
を
明
示
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

六

科
学
的
調
査
の
た
め
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、
当
該
地
区
内
で
は

野
営
し
な
い
こ
と
。

五

原
則
と
し
て
、
当
該
地
区
内
で
は
野
営
し
な
い
こ
と
。

七
〜
十
三

（
略
）

六
〜
十
二

（
略
）

第
七
十
二
〜
七
十
五
南
極
特
別

保
護
地
区

（
略
）

第
七
十
二
〜
七
十
五
南
極
特
別

保
護
地
区

（
略
）
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